
っ
地
　
頭
　
と
　
そ
　
の
　
家
　
臣
　
出

　
　
　
　
ｉ
豊
後
志
賀
氏
の
場
合
を
中
心
と
し
て
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
　
　
　
藤

重

巳

　
　
　
　
　
　
　
一

　
か
っ
て
、
田
光
学
氏
に
よ
っ
て
企
画
、
完
成
さ
れ
た
編
年
大
友
史
料
第
一
揖
・
第
二
輯
、
及
び
大
友
史
料
慎
二
輯
・
第
二
揖
の
偉

大
な
皇
統
を
母
胎
と
し
て
、
殊
に
戦
後
に
至
り
、
大
友
氏
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
諸
氏
並
び
に
、
豊
後
川
内
の
請
庄
園
史
の
研
究
に

は
見
る
べ
き
も
の
が
旱
出
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
な
か
ん
ず
く
、
大
野
出
火
の
研
究
は
、
西
田
出
国
史
研
究
の
中
で
、
い
ち
早
く
取
り
土
げ
ら
れ
、
単
独
史
料
皇
と
と
も
に
、
総
合

　
　
　
　
　
　
③

的
研
究
の
成
果
も
世
に
公
表
せ
ら
れ
、
そ
の
研
究
は
極
め
て
盛
況
を
呈
し
て
来
た
。

　
中
世
初
期
に
、
大
野
田
三
百
町
の
地
頭
戟
に
槌
任
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
大
友
氏
は
、
以
後
、
方
位
・
車
力
田
・
詫
間
の
三
氏
を
生

体
に
、
該
庄
四
ケ
村
の
下
地
支
配
を
皿
問
し
て
行
く
が
、
な
か
で
も
方
賀
村
削
方
半
村
地
頭
ぶ
恍
氏
の
下
地
文
配
・
相
伝
を
め
ぐ
る

そ
の
推
移
は
、
中
伊
期
辺
境
庄
園
史
研
究
の
、
典
形
的
絶
好
な
良
将
と
し
て
中
世
史
研
究
者
の
余
す
と
こ
ろ
な
く
注
目
す
る
と
こ
ろ

　
　
　
　
③

で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
面
に
は
、
こ
の
ご
と
く
、
一
見
極
め
て
贅
言
に
見
え
が
ち
な
志
賀
氏
関
係
史
料
及
び
、
大
野
生
関
係
史

　
　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三



　
　
　
　
　
　
地
　
頭
　
と
　
そ
　
の
　
宗
　
巨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

料
に
も
、
所
詮
一
つ
の
限
界
か
お
り
、
そ
の
限
界
は
、
当
座
史
研
究
の
上
に
、
あ
る
種
の
制
約
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
火
打
が
、
当
よ
の
開
発
を
め
ぐ
る
分
野
に
関
し
て
は
快
打
で
あ
る
こ
と
、
広
行
氏
の
嫡
流
を
め
ぐ
る
下
地

相
伝
史
料
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
疋
に
は
、
大
野
田
領
家
ハ
聖
寺
の
庄
領
有
形
態
を
明
ら
か
に
な
し
得
る
直
接
的
史
料
が
皆
無

　
　
　
　
④

に
近
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
点
か
ら
、
特
に
古
沢
氏
の
下
地
窓
止
の
汗
絹
な
実
態
や
、
同
氏
の
家
爪
櫛
造
、
下
部
農
民
の
動
向
を
明
ら
・
か
に
す
る
こ

と
は
、
極
め
て
困
難
な
作
業
と
さ
れ
て
い
る
。

　
早
く
、
延
応
二
半
四
月
の
、
深
妙
誼
扶
に
見
え
る
「
上
家
分
在
京
云
云
」
を
め
ぐ
る
問
題
が
、
在
家
研
究
者
の
開
で
、
か
く
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

や
か
く
の
論
議
を
か
も
し
て
い
る
事
実
は
、
自
ら
辺
址
庄
園
の
付
言
を
証
す
る
こ
と
も
さ
り
な
が
ら
、
一
面
に
は
、
古
谷
村
の
下
地

構
造
を
証
す
る
適
確
な
史
料
が
、
首
府
・
量
的
に
い
か
に
制
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
と
言
う
こ
と
を
も
如
実
に
物
証
っ
て
い
る
と

も
言
え
よ
う
。

　
大
友
氏
の
豊
後
入
部
に
際
し
て
、
在
地
根
木
偏
三
回
と
の
対
応
関
係
は
、
し
い
て
づ
凡
ば
不
付
則
そ
の
も
の
で
し
か
な
く
、
こ
う

し
た
面
で
の
研
究
は
今
後
に
大
々
天
川
待
を
寄
せ
ら
れ
る
分
野
で
あ
ら
う
。

　
　
⑥

　
四
名
か
ら
構
成
さ
れ
る
志
竹
村
半
村
は
、
そ
の
円
高
の
即
発
過
程
の
諸
相
に
帽
因
し
て
、
大
友
氏
（
回
流
）
の
、
こ
の
根
本
絹
士

眉
と
の
対
応
関
係
が
一
様
で
あ
っ
た
と
は
ま
づ
考
え
が
た
い
。

　
こ
の
根
本
領
土
（
在
地
領
土
）
副
と
の
、
猶
子
政
策
・
善
子
政
策
を
土
と
す
る
新
入
地
頭
の
融
和
策
を
一
応
公
式
的
図
式
と
し
て

論
ず
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
に
し
て
も
、
絶
対
的
図
式
と
し
て
甘
言
的
・
均
一
的
に
設
定
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
り
、
疑
問
で
も
あ



る
。
極
言
す
れ
ば
、
こ
の
対
応
関
係
は
、
各
自
が
複
雑
に
し
て
、
試
行
錯
誤
的
な
確
執
多
い
も
の
で
あ
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
概
し
て
、
文
洽
没
置
の
い
わ
ゆ
る
本
抽
地
頭
が
、
地
順
治
や
下
地
中
分
作
業
を
体
験
す
る
員
首
巻
往
て
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
地

頭
領
王
制
を
設
問
し
て
行
く
こ
と
は
、
Ｔ
殷
的
す
う
せ
い
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
心
打
氏
の
場
合
、
こ
の
発
底
辺
程
が
、
む
し
ろ
停

対
他
を
育
し
て
い
た
ら
し
い
脳
天
と
し
て
、
同
村
の
地
理
的
条
件
か
ら
生
ず
る
往
訪
的
限
界
・
領
家
三
楽
寺
へ
の
幕
府
（
執
権
）
の

帰
依
と
、
そ
こ
か
ら
帰
結
さ
れ
る
幕
府
の
職
権
土
蔵
に
茫
く
圧
力
な
ど
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
よ
う
け
れ
ど
も
、
他
面
に
は
、
こ
の

山
間
辺
境
生
面
を
別
天
地
的
に
問
発
す
る
こ
と
に
意
を
江
い
だ
根
本
領
玉
川
と
の
対
応
関
係
か
ら
生
ず
る
種
々
た
催
執
に
手
を
焼
い

た
志
賀
氏
の
劣
弱
竹
を
玉
体
に
考
え
な
い
わ
け
に
は
行
く
ま
い
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
は
こ
う
し
た
す
べ
て
の
面
か
ら
の
諸
問
題
を
、
半
句
的
に
整
理
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
く
、
ま
た
、
当
面
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

稿
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
も
な
い
の
で
、
几
下
南
北
朝
川
の
方
位
氏
に
追
従
し
た
、
い
わ
ゆ
る
親
族
・
家
人
・
菊
見
・
中
間
等
の
、

志
賀
氏
と
の
臣
従
関
係
の
起
因
を
、
系
法
的
に
眺
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
行
氏
と
下
地
支
配
と
の
実
態
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

紙
面
の
都
合
で
当
稿
で
は
結
論
を
見
な
い
で
終
る
予
定
で
あ
る
。

一

一

　
南
北
朝
内
乱
期
初
期
、
す
な
わ
ち
建
武
二
年
か
ら
貞
治
元
年
に
及
ぶ
約
三
十
年
の
問
に
、
豊
後
守
護
大
友
氏
に
臣
従
し
、
ま
た
時

に
は
離
反
し
な
が
ら
志
賀
氏
も
、
こ
の
動
乱
の
渦
中
に
身
を
役
じ
て
い
た
。

こ
の
行
動
の
過
程
を
通
じ
、
陣
中
で
の
軍
功
を
申
請
し
た
の
が
、
こ
こ
で
言
う
建
武
軍
忠
状
で
あ
る
。

　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

九
五



　
　
　
　
　
地
　
頭
　
と
　
そ
　
の
　
家
　
臣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

　
こ
れ
ら
の
扶
中
に
は
戦
陣
で
の
軍
功
を
奏
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
保
身
・
発
展
を
川
そ
う
と
す
る
志
賀
氏
、
及
び
同
氏
に

追
従
し
た
い
わ
ゆ
る
披
官
た
ち
の
名
を
見
る
。

　
煩
わ
し
い
が
、
扶
中
に
見
え
る
親
族
・
家
人
・
若
立
・
中
間
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
一
覧
す
る
と
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
ぺ
親
族
と
表
現
さ
れ
る
も
の

　
　
　
　
野
津
孫
次
郎
能
憲

　
　
　
　
六
窓
孫
三
郎

　
　
二
、
家
人
と
表
現
さ
れ
る
も
の

　
　
　
　
中
条
八
街
門
次
郎
真
率

　
　
　
　
六
戸
六
部
次
郎
政
長

　
　
三
、
特
立
と
表
現
さ
れ
る
も
の

　
　
　
　
中
呆
助
解
由
左
衛
門

　
　
　
　
進
左
衛
門
三
郎
威
光

　
　
　
　
中
尾
兵
衛
三
郎
氏
平

　
　
　
　
中
尾
小
三
部
類
平

　
　
　
　
追
弔
五
盛
見
、

　
　
　
　
左
衛
門
太
郎



　
　
進
又
五
郎

　
　
窪
肋
次
郎

　
　
吉
見
孫
三
郎

　
　
泉
左
衛
門
太
郎
高
清

　
　
後
藤
太
実
房

囚
、
中
間
と
表
現
さ
れ
る
も
の

　
　
後
藤
六

　
　
藤
次

　
　
後
藤
次

　
　
六
部
次
郎

　
　
斎
五
郎

　
　
源
内

　
　
源
八

　
　
七
郎
次
郎

五
、
軍
功
見
知
人
と
表
現
さ
れ
る
も
の

　
　
一
万
田
孫
太
郎

　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

九
七



　
　
　
　
　
　
地
　
頭
　
と
　
そ
　
の
’
家
　
巨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

　
　
　
　
詫
間
道
太
郎

　
　
　
　
豊
東
道
六
入
道

　
　
　
　
朽
網
次
郎

　
　
　
　
首
藤
三
郎
次
郎

　
以
上
、
状
中
で
明
ら
か
に
分
別
さ
れ
る
親
族
・
家
人
・
特
立
・
中
回
の
各
人
は
、
不
忠
奏
請
に
よ
っ
て
、
圧
覚
を
得
よ
う
と
す
る

目
的
に
基
づ
い
て
改
作
さ
れ
た
申
請
状
に
記
載
さ
れ
る
者
で
あ
る
た
め
、
た
ま
た
ま
打
死
し
、
ま
た
彼
レ
庇
ら
れ
た
も
の
の
み
の
、

参
戦
者
一
部
の
名
簿
で
あ
り
、
こ
の
故
に
当
名
簿
に
記
載
さ
れ
る
人
的
叙
景
は
、
自
ら
極
め
て
制
限
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
。
ご
‥
う
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

　
し
か
し
先
に
述
べ
た
如
く
こ
こ
で
は
、
こ
の
動
乱
期
に
発
動
し
得
た
志
賀
氏
の
軍
事
力
を
総
括
的
に
究
明
し
よ
う
と
す
る
立
川
を

も
つ
も
の
で
も
な
い
の
で
、
偶
発
的
に
記
載
さ
れ
る
追
従
者
の
社
会
的
、
詰
屈
的
所
属
を
帽
り
緋
れ
ば
、
本
論
の
目
的
と
す
る
意
に
、

一
応
添
い
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
几
下
、
そ
の
観
点
を
ふ
ま
え
て
、
眺
め
る
こ
と
に
す
る
。

-

一

一

　
方
円
者
の
渋
面
的
序
列
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
以
下
、
史
料
の
大
雄
順
位
か
ら
そ
の
序
列
を
見
る
と
、
次
の
如
く
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
圀
　
康
永
二
年
三
月
廿
九
日
状



　
若
記
述
左
衛
門
威
光
・
中
間
後
藤
六
打
死

と
あ
り
、
前
立
、
中
間
の
序
列
で
示
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
㈲
　
死
文
四
年
十
月
廿
日
状

　
若
党
中
尾
兵
衛
三
郎
氏
平
・
中
間
藤
次

と
見
え
、
�
同
様
の
序
列
で
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
㈲
　
良
治
二
年
四
月
の
頼
回
状

　
氏
回
親
族
大
窪
孫
三
郎
・
若
党
中
尾
兵
衛
三
郎

と
あ
り
、
親
族
・
若
党
の
序
列
で
記
す
。

　
ま
た
続
け
て
、

　
若
見
通
又
五
郎
・
窪
肋
次
郎
・
中
間
後
節
次
・
六
部
次
郎
・
意
五
郎
・
源
内

と
列
記
す
る
。

　
同
状
中
で
は
、
こ
の
外
に
も
と
も
に
親
族
・
前
立
・
中
間
の
序
列
で
示
し
て
い
る
。

　
以
上
の
表
現
法
か
ら
察
せ
ら
れ
る
如
く
、
親
族
・
若
党
・
中
間
の
序
列
的
記
順
法
は
、
と
も
に
統
一
さ
れ
て
い
る
も
の
ら
し
く
、

し
た
が
っ
て
、
こ
の
序
列
が
、
当
期
の
社
会
的
見
地
か
ら
の
普
遍
的
身
分
序
列
そ
の
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
一
方
家
人
に
つ
い
て
は
、
建
具
四
年
三
月
の
頼
国
軍
広
壮
の
中
で

　
家
人
中
条
左
衛
門
次
部
員
幸

　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



　
　
　
　
　
　
地
　
頭
　
と
　
そ
　
の
　
家
　
臣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

　
岩
戸
六
郎
次
郎
政
長

と
表
現
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
親
族
・
若
党
・
中
間
と
の
序
列
関
係
で
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
三
者
に
対
す
る
位
置
関
係
が
明
ら

か
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
見
知
人
も
、
家
人
と
同
様
に
、
三
者
と
は
個
別
的
関
係
で
表
現
さ
れ
、
こ
の
中
に
は
、
朽
綴
紐
首
藤
‰
詫
間
心
、
豊

　
⑩
　
　
　
　
⑩

東
氏
、
一
万
田
氏
ら
を
記
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
史
料
に
よ
る
阻
り
、
各
家
人
、
見
知
人
に
属
す
る
前
屈
と
、
親
族
・
若
党
・
中
間
屑
と
の
階
層
的
序
列
関

係
は
判
じ
か
ね
る
。

　
さ
ら
に
は
、
こ
の
如
く
親
族
・
特
立
・
中
間
の
頷
位
づ
け
を
す
る
に
し
て
も
、
注
入
二
年
の
軍
広
壮
に
家
人
と
記
載
さ
れ
る
中
条

氏
は
、
八
年
後
の
康
永
二
年
の
頼
言
軍
古
法
の
中
で
は
、
特
立
と
火
坑
さ
れ
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
他
者
は
中
条
八
街
門
次
郎
汽
水
な
る
者
で
あ
り
、
後
者
は
、
中
条
劾
詐
山
左
衛
門
尉
と
見
え
る
の
で
、
両
者
別
人
ら

し
く
、
中
条
氏
一
旅
中
に
お
け
る
規
子
、
愉
庶
い
ず
れ
か
の
親
等
的
身
分
の
相
見
に
基
づ
い
て
、
志
賀
氏
へ
の
臣
従
度
に
差
を
生
じ

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
当
分
間
題
号
と
す
る
。

　
こ
の
浪
人
、
前
記
二
者
の
関
係
は
且
上
川
の
人
的
柳
造
を
論
ず
る
場
合
、
特
に
興
味
を
引
く
部
分
で
あ
り
、
こ
の
点
に
閉
し
て
は

後
に
汀
し
く
見
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
さ
て
、
中
批
判
に
お
け
る
武
上
川
を
、
そ
の
内
川
柳
渋
的
に
隠
る
特
、
そ
の
王
に
対
す
る
従
者
と
し
て
、
家
ノ
子
・
家
人
・
郎
等

　
（
党
）
　
・
服
従
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
家
人
は
、
一
族
と
ほ
ぼ
同
等
の
待
遇
を
得
て
い
た
が
、
そ
の
従
属
す
る
王
家
の
一
族



に
対
し
て
、
強
い
隷
属
性
を
持
ち
、
原
則
と
し
て
は
、
そ
の
王
家
一
族
の
「
本
領
承
代
名
字
懸
ル
所
」
の
譲
与
に
は
あ
づ
か
れ
な
か

っ
た
と
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
⑩

『
常
陸
大
禄
伝
記
』
に
よ
る
と
、

　
家
ノ
子
ト
言
ハ
、
本
領
ヲ
持
ク
ル
名
代
人
ノ
奉
公
ス
ル
ヲ
家
ノ
子
ト
言
但
。
一
家
の
端
ナ
レ
ド
モ
本
領
玉
代
の
名
字
懸
ル
所
作
人

　
ハ
家
ノ
子
ト
セ
ズ
家
人
ト
言
也

と
見
え
て
、
家
人
は
、
一
族
の
端
に
は
加
え
ら
れ
て
、
一
族
的
扱
い
は
受
け
る
け
れ
ど
も
、
宗
子
に
比
し
て
一
段
低
い
地
位
に
匠
か

れ
て
い
た
。

　
一
方
、
若
党
・
中
問
ら
の
名
称
は
、
鎌
倉
時
代
中
川
以
後
に
、
一
般
的
に
見
ら
れ
る
呼
称
で
あ
る
。

　
こ
の
両
者
は
、
従
来
、
郎
従
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
が
若
党
に
替
り
、
面
従
と
叫
ば
れ
て
い
た
も
の
が
、
中
間
に
特
っ
た
と
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
郎
従
の
呼
称
は
す
で
に
平
安
時
代
に
見
ら
れ
る
が
時
代
ぱ
下
り
真
水
式
目
の
規
定
に
よ
る
と
、

　
回
阪
入
谷
事

　
　
１
上
略
―
　
価
及
侍
者
可
彼
没
収
所
領
、
作
所
帯
者
可
彼
処
流
罪
、
至
干
郎
従
以
下
者
可
令
召
禁
其
身
也

と
し
て
侍
と
郎
従
以
下
と
は
社
会
的
序
列
に
基
づ
い
て
、
罪
科
の
終
車
を
明
故
に
区
分
規
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
所
従
は
、
郎
（
党
）
（
従
）
従
に
比
し
て
身
分
は
更
に
低
く
、
財
産
と
し
て
譲
与
の
対
象
と
さ
え
な
っ
た
。

　
若
党
・
中
間
に
関
し
て
ぱ
、
詳
し
く
見
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
こ
こ
で
は
以
上
に
と
ど
め
る
が
、
先
に
見
て
来
た
如
く
、
志
賀
氏
の

軍
息
杖
に
表
記
さ
れ
る
家
人
・
若
党
・
中
間
の
関
係
も
、
序
列
的
に
は
、
ど
う
や
ら
、
こ
う
し
た
一
般
通
念
的
な
階
層
序
列
か
ら
逸

　
　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



　
　
　
　
　
　
地
　
頭
　
と
　
そ
　
の
　
家
　
臣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
○
二

説
す
る
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
状
中
に
表
記
さ
れ
る
親
族
・
家
人
・
若
党
・
中
間
の
序
列
を
改
め
て
確
認
設
定
し
、
以
下
各
氏
（
人
ｙ

の
系
譜
を
中
心
に
、
志
賀
氏
と
の
関
係
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

　
た
だ
「
見
知
人
」
と
呼
称
さ
れ
る
も
の
が
、
系
法
的
に
は
、
明
ら
か
に
大
友
氏
と
直
系
で
あ
り
「
親
族
」
と
名
称
の
上
で
区
別
さ

れ
て
い
る
点
に
興
味
が
持
た
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
の
予
定
で
い
る
。

四

　
以
上
見
て
き
た
各
前
屈
の
各
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
い
か
な
る
系
譜
を
有
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
見
る
。

　
大
野
庄
及
び
、
そ
の
庄
園
周
辺
諸
庄
に
お
げ
る
在
地
諸
氏
の
系
譜
に
関
し
て
は
、
明
確
に
な
し
得
な
い
分
野
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妙

　
こ
の
理
由
は
、
中
世
初
期
に
入
部
の
大
友
氏
に
よ
り
、
旧
勢
力
は
、
早
く
そ
の
勢
力
の
巾
に
吸
収
さ
れ
た
故
と
も
考
え
ら
れ
る
が

若
干
の
諸
氏
に
つ
い
て
の
み
お
ぼ
ろ
げ
に
そ
の
存
在
を
察
し
得
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
（
Ｉ
）
親
族

　
壮
中
で
、
親
族
に
属
す
る
も
の
に
は
、
建
具
二
年
か
ら
貞
治
二
年
に
亘
る
三
十
年
間
に
、
鎖
説
軍
広
壮
・
氏
説
示
広
壮
中
に
、
野

津
孫
次
郎
能
憲
と
、
大
穴
孫
三
郎
の
二
名
が
見
え
る
。

　
困
　
野
津
氏

　
野
津
氏
に
関
す
る
も
っ
と
も
確
実
な
史
料
は
、
断
片
的
な
が
ら
弘
安
八
年
の
『
豊
後
田
圃
田
帳
』
野
津
院
の
条
の
記
事
で
あ
る
。



こ
の
�
に
よ
る
と
、

　
　
１

国
領
野
津
院
六
十
町
、
地
頭
織
野
津
五
郎
川
宗
岫
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ

と
見
え
る
。

　
　
　
　
　
谷

　
大
友
系
匿
に
よ
る
と
絹
宗
は
、
能
面
の
長
子
親
方
の
子
息
で
あ
り
、
彼
は
、
「
切
言
を
親
八
と
呼
び
、
野
津
五
郎
・
法
名
屈
三
・

嘉
元
三
年
乙
已
年
八
月
十
六
員
不
言
、
け
は
小
河
八
街
則
行
女
、
野
津
之
毎
」
と
見
え
て
い
る
。

　
野
津
氏
で
は
、
こ
の
鎖
水
貝
前
に
関
し
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
弘
安
関
田
帳
に
見
え
る
国
領
地
頭
職
と
し
て
、
野
津
氏
が
神
拝
さ
れ
る
に
至
っ
た
径
仁
心
明
ら
か
で
は
な
い
。
団
円
帳
首
冷
水
で

は
、

　
　
「
古
岡
系
図
を
見
る
に
、
蒙
古
訪
米
の
時
、
於
筑
紫
俵
育
戦
坤
野
津
院
内
鎌
介
朧
よ
り
㈹
っ
た
も
の
」
と
ご
う
。

　
す
な
わ
ち
大
友
守
護
家
の
催
促
に
従
っ
て
、
弘
安
の
役
に
参
加
し
た
大
友
川
水
へ
の
勲
功
谷
地
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。

　
延
応
二
年
円
月
、
能
寂
近
似
を
配
分
さ
れ
た
数
子
は
。
、
広
行
・
辻
間
・
一
づ
田
、
と
大
野
田
の
三
村
内
に
定
着
し
て
お
り
、
当
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
膳

に
三
代
頼
半
の
時
代
に
至
り
、
二
男
巫
秀
は
、
戸
次
二
郎
八
街
門
尉
、
三
男
能
半
ば
、
野
津
原
三
郎
、
則
男
汽
車
は
、
且
同
氏
、
五

男
頼
宗
は
、
野
津
五
郎
と
見
え
、
そ
の
外
親
泰
は
田
北
氏
を
、
半
俗
は
八
田
氏
の
組
と
な
っ
た
と
、
系
図
は
伝
え
る
。

　
こ
う
し
た
大
野
庄
四
周
の
、
い
わ
ゆ
る
「
名
字
」
の
名
称
を
冠
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
が
、
ほ
ぼ
大
友
三
代
鎖
半
の
数
子
に
集
中

的
に
始
ま
る
こ
と
に
は
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
能
百
八
男
能
郷
が
、
す
で
に
ハ
世
紀
の
史
料
に
初
見
す
る
「
古
裂
」
の
地
に
往
し
て
、
古
賢
氏
を
名
字
と
す
る
斌
・
外
に
、
大
野
庄

　
　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
○
三



　
　
　
　
　
　
地
　
顛
　
と
　
そ
　
の
　
宗
　
臣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
○
四

内
及
び
、
四
周
の
中
世
以
他
の
地
名
と
、
姓
氏
と
の
関
係
を
総
休
的
に
知
ら
し
め
る
火
打
は
他
に
見
当
ら
な
い
。

　
野
津
・
狭
間
・
八
代
な
ど
の
地
名
は
、
す
で
に
平
安
朝
に
は
存
在
し
た
で
あ
ら
う
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
名
字
を
冠
す
る
即
発
領

土
と
し
て
、
野
津
氏
、
挟
間
氏
、
八
代
氏
の
存
在
を
旨
定
こ
そ
可
能
で
あ
れ
、
否
定
し
得
る
仇
討
は
全
く
存
在
し
な
い
。

　
彼
ら
が
、
と
も
に
こ
の
名
字
の
地
の
即
発
者
、
又
は
問
発
言
に
直
接
系
譜
を
引
く
根
本
領
土
一
族
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
ま
づ
疑
う

必
要
な
い
ほ
ど
当
然
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
紡
諭
づ
け
れ
ば
、
野
津
院
地
頭
職
を
神
使
さ
れ
て
い
る
野
津
氏
の
地
頭
職
た
る
権
能
は
、
そ
れ
が
た
と
へ
、
瀕
功
宣
地
と
し

で
給
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
幕
府
に
よ
る
木
頭
安
堵
の
形
態
に
属
す
る
恩
立
地
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
同
氏
の
地
頭
職
神
汪
（
本
員
安
堵
）
の
径
諒
に
つ
い
て
は
、
以
上
推
察
の
域
を
出
な
い
が
、
同
氏
と
と
も
に
、
ほ
ぼ
回
禄
の
過
程

を
径
て
、
戸
代
氏
の
管
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
戸
次
庄
の
場
合
を
一
例
と
し
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
⑩

　
犬
神
系
図
に
よ
る
と
、
親
方
次
男
守
夫
は
、
大
分
郡
八
炭
田
に
入
っ
て
、
大
友
戸
次
氏
の
組
と
な
フ
た
。
こ
の
戸
汽
圧
は
、
大
神

苑
戸
次
氏
の
本
員
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
初
期
ま
で
は
、
戸
代
氏
の
宗
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、

　
依
鮒
子
息
譲
所
領
於
犬
友
豊
他
前
司
能
直
丁

と
見
え
、
ま
た

重
畳
　
げ
順
奉
戸
次
治
郎
慌
俗
心
ご
六
皿
づ
荷
八
八
子
、
故
居
往
豊
後
国
大
分
郡
戸
次
庄

と
あ
り
、
犬
神
系
戸
次
氏
の
跡
を
継
い
だ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。



　
も
ち
・
ろ
ん
、
「
往
言
二
子
息
な
き
に
よ
り
」
能
八
に
所
領
を
治
っ
た
ほ
ど
、
根
本
領
主
が
、
吉
昌
に
本
員
秀
治
を
す
る
は
ず
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
ま
い
が
、
こ
う
し
た
例
は
他
に
行
刑
で
は
な
い

　
初
期
的
に
は
多
分
、
加
地
子
得
分
生
な
ど
部
分
内
服
託
生
を
大
友
氏
に
寄
進
し
、
大
神
泉
戸
次
氏
は
下
地
の
進
止
生
を
留
保
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
能
直
に
誼
っ
た
と
す
れ
ば
、
三
代
を
径
だ
爪
秀
を
八
代
氏
の
組
と
す
る
こ
と
も
妙
だ
し
、
さ
ら
に
能
直
親
夫
の
所
領
4
1
に
す
で
に

戸
次
庄
が
見
え
る
は
ず
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
大
女
氏
と
言
地
須
玉
と
の
交
渉
が
一
時
的
に
は
融
和
哀
に
回
問
さ
れ
た
で
あ
ら
う
こ
と
を
証
す
る
史
且
も
少

　
　
　
　
言

な
く
な
い
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
こ
の
系
図
の
内
容
に
は
、
若
半
肩
独
白
見
解
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
と
に
拍
、
こ
う
し
た
疑
問

点
を
残
さ
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
に
、
リ
次
氏
か
ら
大
友
氏
へ
の
所
領
及
び
唐
織
の
委
譲
は
「
正
常
な
相
伝
」
で
は
な
か
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　
大
神
泉
戸
代
氏
の
柿
渋
を
、
大
友
氏
が
能
才
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
友
戸
代
氏
の
出
現
を
見
た
の
で
あ
ら
う
。

　
東
国
に
出
自
を
育
す
る
大
友
氏
が
、
西
国
の
訴
大
地
に
、
新
ら
し
い
権
益
を
拡
大
す
る
方
法
と
し
て
、
在
地
役
本
領
土
層
と
の
政

略
婚
姻
策
を
用
い
る
こ
と
が
、
も
っ
と
も
容
易
な
策
で
あ
り
、
又
効
果
的
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
も
は
や
否
定
し
難
い
新
勢
力
の
浸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

透
に
対
し
て
、
こ
れ
と
妥
協
す
る
こ
と
が
、
斜
陽
的
在
他
領
生
節
に
と
っ
て
、
仮
言
の
保
身
策
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
こ
の
場
合
の
根
本
領
主
節
は
比
較
的
強
大
な
郷
庄
規
模
の
諸
氏
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
か
た
く
な
い
。

　
　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢
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五



　
　
　
　
　
　
地
　
頭
　
と
　
そ
　
の
　
家
　
臣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

　
大
友
系
図
に
疑
問
は
あ
る
に
せ
よ
、
客
観
的
史
料
を
併
せ
て
考
え
る
特
、
野
津
氏
が
、
比
較
的
早
く
、
大
友
氏
の
一
族
的
翼
下
に

組
み
込
ま
れ
、
表
面
的
に
は
よ
り
強
力
な
支
待
勢
力
と
し
て
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
し
て
「
親
族
」
の
呼
称
の
も
と
に
情
誼

的
に
連
記
を
保
っ
て
い
た
で
あ
ら
う
こ
と
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
分
は
戸
次
庄
の
如
く
、
本
員
寄
進
の
形
で
野
津
氏
も
大

友
氏
に
吸
収
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
回
六
窓
氏

　
状
中
に
親
族
と
表
現
さ
れ
る
者
の
他
の
一
人
に
、
大
往
往
三
郎
か
お
る
。

　
大
窪
の
姓
氏
名
と
し
て
の
史
料
は
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
ず
、
散
見
す
る
「
大
窪
」
は
大
部
分
「
在
家
名
」
で
現
れ
て
い
る
。

　
「
大
窪
」
の
史
料
に
よ
る
初
見
は
、
延
応
二
半
四
月
六
日
の
深
妙
譲
状
で
あ
る
。

　
状
に
よ
る
と
、
深
妙
が
八
刃
引
寂
（
他
郷
）
に
譲
っ
た
所
領
・
所
収
の
巾
に
、
上
家
分
日
出
と
し
て
つ
営
所
、
大
作
に
五
郎
し
に
ぃ
Ｉ
賂
」

の
名
が
見
え
る
。

　
当
「
大
穴
」
は
、
志
谷
泉
名
内
に
あ
り
、
正
和
の
中
分
の
折
、
そ
の
半
分
は
、
八
前
旺
応
の
巾
分
の
折
に
言
行
氏
の
進
出
ド
に
入

っ
た
半
分
と
と
も
に
志
賀
氏
の
所
有
に
帰
し
、
以
後
、
志
賀
氏
に
と
っ
て
は
、
本
員
に
近
い
存
在
と
な
り
、
ぼ
妙
・
他
郷
・
泰
朝
・

真
個
を
通
じ
て
相
伝
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ぷ
恍
家
に
よ
り
帽
伝
さ
れ
拉
げ
た
。
介
少
し
詳
し
く
こ
れ
を
見
る
と
兄
応
二
年
四
月
六

日
、
深
妙
は
能
直
遺
領
を
八
千
に
配
分
し
た
が
、
こ
の
折
、
八
刃
能
郷
ド
談
与
し
た
分
に
つ
い
て
の
注
文
は
、
も
っ
と
も
署
名
で
あ

る
。

　
こ
の
時
、
志
谷
村
は
折
半
さ
れ
て
、
二
男
能
秀
（
紀
聞
氏
）
と
他
郷
分
に
二
分
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
他
郷
分
に
は
、
大
方
名
田

－ 一 一 一 一



七
町
岸
本
在
家
五
官
以
下
、
泉
名
田
、
近
地
名
田
、
朝
令
名
田
、
御
用
作
田
な
ど
と
と
も
に
、
上
家
分
在
家
旧
畠
な
ど
七
ケ
所
・
大

方
名
分
と
し
て
八
ケ
所
を
譲
与
し
た
。
そ
の
総
田
数
三
十
町
五
反
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
譲
状
の
注
文
の
中
に

　
　
「
―
上
略
―
地
順
治
井
公
文
定
使
敵
性
治
等
ｉ
下
略
ｉ
」
の
表
現
を
見
る
。

　
大
川
五
郎
と
呼
ば
れ
る
人
名
の
現
れ
る
こ
の
注
文
の
う
ち
、
大
方
（
名
）
分
の
巾
に
は

　
貴
所
　
　
田
村
次
郎
慾

　
壱
所
　
　
鷹
匠
慾

　
壱
所
　
　
笠
四
郎
慾

　
貴
所
　
　
桧
物
慾

な
ど
見
え
て
い
る
。

　
こ
の
「
慾
」
と
は
、
没
収
罰
な
ど
、
矢
所
を
意
味
し
た
語
で
あ
る
が
、
当
地
が
こ
の
欠
所
化
し
た
勤
腰
や
、
時
期
に
つ
い
て
は
明

ら
か
で
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
承
完
二
年
潤
四
月
十
目
の
石
古
文
書
に
よ
る
と
、
大
野
泰
基
謀
叛
の
事
実
が
知
ら
れ
、
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
、
大
野
良
地
頭
は
、

能
直
養
父
中
原
親
能
の
領
掌
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
さ
ら
に
建
水
初
期
に
、
能
ぬ
に
譲
与
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。

　
こ
の
泰
基
の
謀
叛
に
よ
り
、
恐
ら
く
没
収
さ
れ
た
大
野
氏
県
下
に
あ
っ
た
従
前
の
下
司
管
理
趣
で
あ
っ
た
「
跡
地
」
は
、
大
友
氏

に
よ
っ
・
て
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
通
称
「
跡
」
名
を
冠
し
て
い
た
も
の
が
、
次
代
に
譲
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七



　
　
　
　
　
　
地
　
囲
　
と
　
ぞ
　
の
　
宗
　
に
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ビ
ハ

　
ー
貯
公
文
・
定
位
・
散
仕
な
ど
は
、
本
来
庄
川
の
領
有
苛
烈
に
よ
っ
て
槌
任
さ
れ
、
支
配
さ
れ
る
領
家
汽
筒
の
下
級
現
地
三
宮
で

あ
り
、
対
し
て
池
川
約
は
、
地
頭
に
約
厚
さ
れ
た
約
言
、
倍
旧
等
の
地
川
俣
試
作
の
客
体
で
あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
筒
音
、
接
骨
の
問
に
は
、
本
来
明
示
な
区
別
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
地
頭
の
ド
月
収
兼
併
優
に
よ
り
、
公
文
隔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

等
を
川
竹
に
迎
ぶ
す
べ
ぎ
例
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
能
言
・
他
郷
に
、
地
川
竹
高
田
に
加
え
て
、
公
文
、
定
位
、
改
仕
約
の
巡
止
作
が
回
付
さ
れ
た
と
☆
う
事
実
は
、
彼
ら
・
が
、
よ
り

現
実
的
に
現
地
下
地
の
支
配
を
な
し
且
た
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
｀

　
志
回
付
に
お
け
る
言
行
氏
の
下
地
支
配
の
貼
頂
け
介
く
明
ら
か
で
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牡

　
し
か
し
、
す
で
に
櫛
笥
さ
れ
て
い
ろ
ご
と
く
、
蝸
め
て
散
在
性
の
強
い
山
間
へ
き
地
の
付
・
言
の
現
地
支
配
の
た
め
に
は
、
名
目

垣
根
の
大
小
よ
り
も
、
性
理
的
百
川
に
基
く
条
件
か
ら
、
現
地
の
打
水
行
力
を
利
川
し
た
特
性
割
は
、
他
に
比
し
て
発
達
し
て
い
た

も
の
と
贈
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
条
件
の
も
と
で
の
生
爪
川
畑
を
ス
ム
ー
ズ
に
巡
回
さ
せ
る
た
め
に
、
旧
来
の
残
存
高
土

階
昂
の
利
川
が
、
も
っ
と
も
効
果
㈹
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

　
時
穴
ぼ
こ
十
下
る
が
、
正
比
三
年
、
言
ご
廟
州
ぱ
、
州
介
高
を
良
子
清
里
に
誼
ヅ
し
た
が
、
基
本
条
件
は
川
合
朝
畑
を
清
里
の
匠

と
し
、
ぶ
円
氏
の
猶
子
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
言
言
の
俯
仰
を
認
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
若
し
清
里
と
州
加
計
別
の
と
き
は
、
当

名
を
惣
帽
八
州
が
贈
行
す
べ
き
と
定
め
て
い
る
。

　
側
鎖
は
、
そ
の
姓
か
ら
京
せ
ら
れ
る
如
く
、
朝
合
名
の
門
発
に
系
譜
を
引
く
一
故
に
囲
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
延
応
二
半
四
月
の
深
妙
譲
状
に
見
え
る
犬
回
五
郎
の
、
そ
の
後
続
す
る
系
譜
は
、
史
料
の
関
係
か
ら
明
ら
か
に
す
る
衛
ぱ
な
い
が
、



こ
う
し
た
朝
倉
氏
に
も
似
た
政
策
が
と
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
朝
倉
氏
に
比
し
て
、
「
大
高
足
敷
」
と
言
う
在

家
名
を
冠
す
る
大
八
氏
は
、
名
田
内
の
在
宗
規
模
と
言
う
上
地
支
配
の
権
限
の
上
で
は
社
会
階
層
的
に
は
下
位
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

　
古
狸
氏
が
、
こ
の
大
川
氏
を
、
矢
声
や
、
猶
子
政
策
を
通
じ
て
、
擬
制
的
に
近
親
化
し
た
こ
と
を
汪
す
る
史
料
も
存
在
し
な
い
。

　
多
分
は
、
「
遠
方
の
親
族
よ
り
は
隣
り
の
他
人
」
的
意
識
の
も
と
に
、
不
可
分
的
な
名
称
で
あ
り
僧
位
的
な
名
称
た
る
「
親
族
」

を
冠
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
往
京
王
を
直
接
宮
相
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
足
に
下
部
農
民
を
間
接
的
に
支
配
す
る
い
わ
ゆ
る
請

作
形
態
を
と
っ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
さ
き
に
概
略
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
中
世
川
に
お
げ
る
校
僕
や
宏
人
な
ど
、
武
上
図
の
中
核
な
い
し
そ
の
外
郭
を
な
す
人
的
構

成
要
素
に
対
し
て
は
、
い
か
な
る
特
質
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
か
。

　
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
、
多
く
の
考
察
が
な
さ
れ
て
来
て
い
る
の
で
、
洋
し
く
述
べ
る
こ
と
は
さ
け
る
。

　
中
所
期
各
種
史
料
の
中
で
、
極
め
て
多
例
を
占
め
る
用
語
と
し
て
、
「
一
族
」
　
「
一
門
」
な
る
証
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
語
は
、
決
し
て
今
日
の
「
家
族
」
の
概
念
で
解
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
［
‐
’
子
息
兄
弟
几
下
二
族
等
］
　
「
相
州
妻
雨
入
谷
に
下
一
族
等
」
　
「
越
州
方
子
几
下
一
族
等
」
の
使
用
法
は
、
明
ら
か
に
、
妻
子
な

ど
家
族
を
構
成
す
る
も
の
と
、
そ
の
他
と
を
区
別
し
た
用
い
方
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
ま
た
、
「
相
催
親
類
一
族
等
」
な
ど
の
使
用
法
を
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
絹
江
に
よ
る
と
、
部
族
と
一
族
と
は
ま
た
区
別
さ
れ
て
い

る
。

　
中
世
中
期
以
後
に
至
る
と
、
さ
ら
に
「
親
類
呑
族
」
、
「
親
類
特
立
」
な
ど
の
衷
説
話
が
多
く
見
え
は
じ
め
る
が
「
一
族
郎
従
」
、

　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九



　
　
　
　
　
地
頭
と
そ
　
の
家
臣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

コ
族
若
党
」
と
表
現
す
る
方
法
も
存
在
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
う
し
た
親
類
・
一
族
・
郎
従
・
若
党
な
ど
の
用
い
方
に
は
、

多
く
の
混
用
は
あ
る
と
は
言
え
、
何
ら
か
特
別
の
区
別
す
べ
き
意
味
を
有
す
る
こ
と
を
考
え
な
い
凪
に
は
ゆ
か
な
い
。

　
当
期
の
親
類
（
一
族
）
な
る
語
の
定
説
に
つ
い
て
は
、
純
粋
な
意
味
で
の
血
縁
関
係
、
換
言
す
れ
ば
、
「
何
親
等
の
者
ま
で
を
親

族
と
呼
ぶ
か
」
と
言
う
意
識
は
働
い
て
い
な
か
っ
た
ら
し
く
、
西
妻
鏡
寛
喜
三
年
九
月
け
七
日
毎
に
、
北
条
半
時
の
言
と
し
て
、
『

甥
の
家
の
難
儀
を
、
「
親
類
を
思
う
た
め
に
」
款
い
た
い
』
と
発
言
し
た
記
事
を
伝
え
て
お
り
、
甥
は
親
類
に
加
え
ら
れ
て
い
た
ら

し
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
「
親
族
（
頻
）
」
の
旋
問
は
、
決
し
て
、
血
縁
の
遠
近
、
親
等
度
ば
か
り
で
決
せ
ら
れ
た
も
の
で
は

な
い
ら
し
く
、
同
様
に
、
一
族
と
呼
称
さ
れ
る
旋
回
に
囲
す
る
考
も
、
決
定
的
定
説
を
付
与
し
得
る
ほ
ど
明
確
で
は
な
か
っ
た
ら
し

い
。

　
中
世
期
の
一
族
が
、
社
会
的
涯
分
を
共
同
に
す
る
一
問
と
し
て
、
一
族
て
い
げ
い
し
て
戦
場
に
臨
み
、
一
族
椙
率
い
て
戦
い
、
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励

は
非
常
緩
急
の
際
に
、
つ
ね
に
共
同
行
動
を
と
る
ダ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
ほ
ぼ
中
核
を
成
し
た
の
が
親
族
で
あ
る
が
、

こ
の
親
族
も
、
決
し
て
親
等
度
の
強
弱
に
よ
っ
て
決
定
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
特
定
の
人
物
を
中
心
に
、
同
心
円
状
に
広
が

る
円
の
小
圈
が
親
族
、
大
洲
が
一
族
、
さ
ら
に
そ
の
外
囲
に
は
、
所
従
や
下
人
を
囲
ら
せ
て
い
た
も
の
ら
し
い
。

　
そ
れ
は
、
歴
史
的
に
は
所
詮
、
古
代
的
な
血
族
指
印
が
、
次
第
に
心
縁
、
地
縁
的
性
格
を
加
え
て
不
純
化
し
、
中
世
末
期
の
村
落

共
同
体
（
郷
村
）
を
形
式
す
る
過
渡
期
の
擬
制
家
族
集
団
と
し
て
必
然
的
形
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
中
世
期
の
大
小
の
武
士
団
を
論
ず
る
場
合
、
「
党
」
な
る
悟
を
用
い
る
が
、
こ
の
「
党
」
に
つ
い
て
は
、
奥
田
八
啓
氏
は



　
　
「
党
と
は
、
本
質
的
に
血
縁
的
武
Ｔ
問
で
あ
り
、
土
に
庄
・
宮
徴
兵
上
京
が
、
削
緑
土
及
び
封
建
所
副
惣
庶
に
分
流
し
て
成
就
し
、

　
異
説
は
反
立
と
の
同
説
他
方
識
の
土
に
立
っ
て
完
に
加
入
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
立
は
、
庄
園
的
武
上
川
仁
政
の
一
部
に

　
　
　
　
　
　
⑩

　
他
な
ら
な
い
」

と
述
べ
ら
れ
る
。

　
立
と
類
似
し
た
単
語
に
、
二
次
」
か
お
る
。

　
和
散
点
太
郎
氏
は
、

　
　
つ
ｙ
以
上
に
血
縁
度
の
遠
い
説
縁
的
立
言
の
う
す
い
説
同
士
の
協
団
体
が
一
役
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
は
、
立
の
発
展
し
て
そ
う
た
っ
た
も
の
と
一
族
や
立
に
対
抗
的
に
下
回
氏
が
、
自
存
自
棄
の
結
束
を
か
す
べ
く
一
揆
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
も
の
と
が
あ
っ
た
。
概
観
的
に
言
え
ば
、
一
揆
は
説
的
結
合
八
兄
な
ど
の
あ
と
を
追
っ
た
現
象
で
あ
る
」

と
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
建
具
年
間
に
、
豊
後
で
結
ば
れ
た
「
角
違
一
揆
」
の
回
状
の
巾
に
、

　
一
、
―
上
略
－
　
容
貌
レ
為
一
一
同
心
一
之
人
数
堅
紹
元
役
一
政
二
英
雄
之
思
】
　
―
下
略
―

　
一
、
合
戦
之
侍
者
張
二
障
於
フ
回
内
外
可
二
訣
合
一
　
１
下
略
―

　
一
、
－
上
略
－
　
不
レ
可
レ
背
二
多
分
之
儀
一
　
―
下
略
―

と
し
て
、
特
定
の
者
が
、
独
占
的
に
行
白
不
づ
能
な
形
態
を
と
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
特
定
者
の
専
制
力
を
皆
無
に
八
く
否
定
す

る
性
格
を
有
す
る
の
が
一
揆
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一



　
　
　
　
　
　
地
　
頷
　
と
　
そ
　
の
　
家
　
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一

　
こ
の
点
、
党
内
武
上
川
は
、
同
心
円
の
中
袖
に
返
い
骨
子
そ
の
権
力
は
強
大
化
し
、
吊
枝
の
人
物
の
権
力
は
絶
対
的
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
一
般
的
性
格
は
、
心
行
氏
に
あ
っ
て
は
、
拍
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
先
に
見
た
如
く
、
軍
広
壮
に
見
え
る
親
族
と
呼
称
さ
れ
る
Ｉ
．
例
の
場
合
、
野
津
氏
は
、
本
来
は
賄
作
者
で
あ
り
な
が
ら
、
大
友
氏

入
部
初
期
に
、
政
略
的
方
法
に
よ
り
、
大
友
一
浪
の
吊
に
組
み
込
ま
れ
て
、
大
友
野
津
氏
と
称
す
る
立
場
に
至
る
ら
し
い
こ
と
は
、

す
で
に
推
論
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
し
か
し
、
こ
の
親
族
が
、
絶
対
的
に
言
行
氏
を
支
持
し
な
か
っ
た
例
が
見
ら
・
れ
る
よ
う
に
、
極
め
て
足
首
的
な
親
族
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
い
わ
ゆ
る
山
‐
計
期
の
親
族
（
類
）
の
竹
谷
を
よ
く
示
し
て
い
よ
う
。

　
　
一
方
、
本
来
、
側
室
三
回
寺
（
又
は
大
野
氏
）
の
現
地
士
官
且
ト
月
内
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
大
辻
氏
は
、
ド
月
収
に
と

も
な
う
現
地
管
掌
福
沢
が
、
地
頭
言
行
氏
に
よ
っ
て
足
止
さ
れ
る
過
程
を
径
て
、
古
賀
氏
の
勢
力
下
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

多
分
ぱ
心
賀
氏
の
も
っ
と
も
府
近
か
に
げ
置
づ
く
こ
と
か
ら
、
情
誼
的
に
「
親
族
」
と
呼
称
さ
れ
る
に
至
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
言
行
氏
と
の
侃
侃
関
節
は
、
即
位
氏
俎
上
に
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
加
い
な
い
。

　
（
皿
）
家
人

　
平
出
請
状
中
で
家
人
と
長
記
さ
れ
る
の
は
、
中
条
氏
及
び
、
六
戸
氏
で
あ
る
。

　
中
条
氏
に
関
し
て
は
、
管
見
の
総
門
で
は
、
当
軍
広
壮
員
外
に
は
そ
の
名
を
見
な
い
。

　
史
上
、
特
に
中
世
川
の
請
史
料
に
は
「
中
条
」
を
冠
す
る
付
加
散
見
し
、
筒
元
物
語
・
平
家
物
語
・
☆
大
役
・
Ａ
ず
つ
心
な
ど
に
多

出
す
る
。



　
中
条
氏
が
、
豊
後
に
本
員
を
育
す
る
Ｉ
族
で
ぱ
な
い
こ
と
は
事
実
ら
し
い
が
、
そ
の
系
譜
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
太
田
亮
氏
は
、
こ
の
系
譜
を
不
明
と
し
て
、
「
雑
載
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
大
友
氏
の
本
員
が
、
相
模
で
あ
り
、
吾
妻
鏡
な
ど
に
よ
る
と
、
大
友
氏
と
同
時
期
に
源
氏
勢
と
し
て
活
動
し
た
中
条
氏
の
あ
る
こ

と
を
考
え
る
時
、
大
友
氏
の
西
国
下
図
に
伴
な
っ
て
九
州
に
上
着
し
た
一
族
で
あ
ら
う
か
。

　
一
方
六
戸
氏
は
、
迷
乱
二
半
一
月
十
七
日
の
頻
優
軍
忠
状
に
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
康
永
元
年
八
月
三
日
、
古
賀
忠
能
は
、
相
伝
所
領
を
孫
子
氏
優
に
譲
与
し
た
が
、
そ
の
所
領
巾
に
、

　
壱
所
　
岩
戸
入
週
給

が
見
え
る
。

　
こ
の
岩
戸
入
道
な
る
人
物
と
、
六
戸
六
部
次
郎
改
良
と
は
、
同
系
譜
の
人
物
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
　
「
岩
戸
」
は
、
下
総
・
参
府
・
筑
前
な
ど
に
そ
の
地
名
を
有
し
、
各
地
に
即
発
系
一
族
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
。

　
こ
の
う
ち
古
谷
氏
に
図
し
た
岩
戸
氏
が
、
そ
の
出
目
を
何
処
に
有
す
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
　
　
　
　
⑩

　
犬
神
系
図
に
よ
る
と
、
犬
神
氏
の
分
派
に
は
「
高
知
尾
氏
」
か
お
り
、
こ
の
コ
筒
知
徳
」
の
地
ぱ
、
宮
崎
県
の
北
部
に
位
置
し
、

大
分
県
大
野
郡
と
は
、
祖
母
山
を
へ
だ
て
て
接
す
る
。

　
古
来
か
ら
大
野
郡
緒
方
町
尾
早
よ
り
足
早
峠
を
越
え
て
目
白
に
入
る
通
路
か
お
り
、
こ
れ
を
「
六
戸
越
」
と
呼
び
竹
筒
県
…
七
戸
村

に
至
る
。

　
犬
神
系
図
に
見
ら
れ
る
如
く
、
こ
の
日
向
北
端
地
域
と
、
犬
神
氏
と
の
関
係
に
は
、
浅
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
六
戸
在
の
開
発
者

　
　
　
　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二



　
　
　
　
　
　
地
　
頭
　
と
　
そ
　
の
　
家
　
臣

に
「
岩
戸
」
氏
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

一
　
一
四

　
更
に
は
、
源
平
争
乱
川
に
、
反
源
氏
勢
と
し
て
討
伐
さ
れ
た
原
田
程
疸
は
、
入
試
氏
族
で
あ
り
、
五
視
程
資
の
時
代
か
ら
筑
前
岩

戸
館
に
拠
し
た
と
言
う
。

　
　
　
　
　
⑩

　
大
賊
系
図
に
よ
る
と
、
程
輔
、
種
牛
は
岩
戸
（
門
）
氏
を
称
し
て
い
る
。

　
弘
安
の
役
の
勲
功
言
地
と
し
て
、
古
賀
氏
は
、
筑
前
三
奈
本
庄
を
給
与
さ
れ
こ
れ
を
永
代
相
伝
し
て
い
る
。
当
玉
江
、
古
谷
氏
に

よ
っ
て
「
弥
三
郎
兵
衛
」
に
更
に
給
与
さ
れ
て
い
る
が
、
当
人
物
と
七
戸
氏
と
の
直
接
的
関
係
を
帽
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
関
係
も
、
古
谷
氏
と
六
戸
氏
の
関
係
を
知
る
上
に
、
何
ら
か
の
参
考
に
な
ら
う

　
康
永
元
年
忠
能
譲
状
所
出
、
壱
所
六
戸
入
週
給
の
岩
戸
入
道
な
る
人
物
の
員
休
的
考
察
ぱ
ぶ
・
可
能
で
あ
る
。
「
約
分
」
で
あ
る
か

ら
に
は
巨
従
代
言
と
し
て
の
上
地
給
与
で
あ
り
、
現
に
こ
の
時
点
で
言
行
氏
と
六
戸
氏
の
被
官
関
係
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
常
陸
天
孫
仁
記
に
見
ら
れ
る
如
く
、
「
名
字
足
代
懸
ル
所
」
即
ち
本
且
譲
与
に
あ
づ
か
れ
な
い
家
人
の
給
分
は
、
広
行
氏
の
如
く

零
細
・
劣
弱
地
頭
織
の
臣
下
に
あ
る
場
合
は
、
極
め
て
性
徴
な
土
地
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
�
）
若
党

　
若
党
の
中
で
、
中
尾
氏
・
泉
氏
の
二
氏
に
つ
い
て
は
、
ベ
二
の
資
料
が
見
ら
れ
る
の
み
で
、
他
氏
に
つ
い
て
は
全
く
存
在
し
な

い
。

　
困
　
中
尾
氏

　
死
文
囚
年
三
月
の
古
哲
氏
房
ボ
烹
状
に
見
え
る
中
尾
兵
衛
三
郎
氏
牛
と
、
同
年
六
月
二
十
七
日
に
見
え
る
中
尾
小
‐
‐
‐
1
郎
頼
半
と
は
、



恐
ら
く
親
子
関
係
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
中
尾
の
名
称
の
初
見
は
、
元
徳
二
年
三
月
二
十
五
の
頁
朝
の
法
石
寺
へ
の
中
尾
寺
（
長
福
寺
）
の
寄
進
状
で
あ
る
。

　
こ
の
中
尼
寺
は
、
大
方
名
内
に
あ
り
、
当
名
は
爾
志
沢
村
同
名
の
中
の
一
名
で
、
代
々
志
賀
氏
に
和
仁
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
こ
の
中
尾
の
地
に
、
中
尾
氏
が
あ
っ
た
も
の
の
如
く
、
正
百
二
年
酒
二
月
三
日
眉
朝
の
通
玄
山
沙
石
寺
に
関
す
る
回
文
に
よ
る
と
、

　
―
前
略
―

　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・
　
・
・

　
一
修
理
週
末
等
事
者
、
績
助
成
可
修
理
者
仇
、
何
修
理
之
事
、
ゴ
ハ
入
檀
那
支
配
、
至
干
内
者
中
足
大
森
可
致
奔
走
者
也
－
下
略
―
と

見
え
、
中
尾
・
大
森
の
二
氏
が
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
連
尺
二
半
三
月
三
日
の
忠
能
寄
進
状
は
、
同
じ
沙
石
寺
菜
園
井
山
柿
単
西
南
北
堺
等
の
こ
と
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
だ
が
、

こ
の
状
の
伺
書
に
、
「
使
中
紀
宮
広
」
の
名
を
腿
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
康
永
元
年
八
月
三
日
の
忠
他
譲
状
に
よ
る
と
、
玄
朧
・
玄
明
良
に
譲
与
さ
れ
た
所
領
に
、
中
尾
屋
敷
一
所
が
見
え
、
こ
れ
は
長
袖

寺
屋
敷
一
灯
二
反
と
同
回
拐
伴
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

　
屋
敷
名
を
冠
す
る
「
中
尾
」
で
あ
る
故
に
、
在
家
庄
と
し
て
の
中
尾
氏
の
存
在
を
疑
う
必
要
は
な
い
。

　
深
妙
か
ら
八
男
他
郷
に
譲
与
さ
れ
た
所
俯
所
収
の
中
に
大
方
名
分
と
し
て
、

　
壱
所
　
田
村
次
郎
跡

　
壱
所
　
笠
四
郎
跡

な
ど
が
あ
り
、
こ
の
跡
地
は
、
府
前
に
お
け
る
大
野
氏
の
反
抗
に
糾
囚
す
る
没
服
地
で
あ
ら
う
こ
と
は
先
に
見
た
と
こ
ろ
だ
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
史
　
学
　
論
　
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
一
五



　
　
　
　
　
　
地
　
頭
　
と
　
そ
　
の
　
家
　
臣

の
譲
状
中
に
は
、
中
尾
の
地
名
は
見
え
て
い
な
い
。

一

一

」一

　
後
述
す
る
如
く
、
泉
洛
内
に
「
泉
寺
」
か
お
り
、
大
方
名
内
に
中
尾
寺
か
お
る
凪
だ
が
、
右
譲
状
に
よ
る
と
、
相
伝
さ
れ
た
在
室

田
畠
中
、
田
丹
次
郎
跡
が
一
司
照
尺
で
員
も
規
柚
大
き
く
、
中
尼
寺
（
長
福
寺
）
屋
敷
は
、
一
司
二
尺
で
あ
っ
た
。

　
　
「
田
村
次
郎
跡
」
の
資
料
は
後
続
せ
ず
、
中
尾
の
名
称
は
、
突
然
現
れ
る
の
で
、
確
言
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
両
者
の
開
に
は
、

何
ら
か
の
介
脈
が
あ
る
と
考
え
て
は
訟
何
で
あ
ら
う
か
。

　
　
「
巾
足
犬
森
づ
致
宍
走
者
世
」
と
見
え
る
大
森
氏
は
、
延
応
二
乍
四
刀
六
日
、
他
郷
に
誼
与
さ
れ
た
上
家
分
社
室
田
爪
等
の
中
の

　
貴
所
　
大
森
五
郎
　
田
抑
圧
　
薗
壱
町
三
叉

と
見
え
る
人
言
氏
で
あ
ろ
う
。

　
当
大
吉
氏
も
、
以
後
の
動
向
に
つ
い
て
は
洋
や
か
で
は
な
い
が
、
建
武
四
年
十
月
三
日
の
資
料
に
、
日
問
国
回
耶
村
三
十
町
地
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

職
（
大
仰
八
作
付
分
）
の
代
行
織
に
、
大
森
獄
心
な
る
人
物
を
遣
し
て
お
り
、
こ
の
言
心
は
、
太
古
五
郎
に
血
縁
的
に
巡
ら
な
る
者
で

あ
ら
う
。

　
若
党
の
中
に
、
泉
方
術
門
太
郎
面
持
が
見
え
る
。
こ
の
泉
氏
は
、
方
位
氏
椙
仏
名
田
た
る
泉
洛
の
名
称
と
フ
紅
す
る
。

　
泉
名
明
亮
に
系
譜
を
引
く
も
の
が
、
こ
の
某
氏
で
あ
ら
う
が
、
泉
名
内
泉
回
戦
に
は
、
志
賀
氏
に
相
伝
さ
れ
る
過
程
で
深
妙
譲
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
と
も
に
、
「
本
工
助
役
（
ｍ
中
氏
）
泉
和
与
状
」
な
ど
手
締
証
文
が

こ
の
証
文
は
、
タ
イ
ト
ル
の
み
で
、
そ
の
内
宮
‥
を
見
る
衛
は
な
い
が

｀　存

往
し
た
ら
し
い
。

他
の
例
の
如
く
、
没
収
時
に
、
前
下
司
ら
の
大
友
氏
へ
の

去
波
状
で
あ
る
可
能
性
強
く
、
泉
氏
も
木
曾
安
堵
の
視
程
を
径
て
、
志
賀
氏
の
言
下
に
吸
収
さ
れ
、
そ
の
従
前
の
収
益
を
容
認
さ
れ



た
の
で
あ
ら
・
う
加
。

　
中
尾
氏
、
泉
氏
以
外
、
若
党
に
図
す
る
者
の
系
譜
は
皆
目
知
り
得
な
い
。

　
抄
出
に
ぱ
、
迎
平
互
有
見
・
迎
又
五
郎
な
ど
、
逆
一
族
を
見
る
が
、
逆
氏
に
つ
い
て
は
、
全
く
明
ら
か
で
な
い
。

　
建
武
門
年
三
月
の
忠
能
不
忠
抄
出
に
、
「
－
八
代
官
又
五
即
席
川
几
下
」
と
見
え
る
又
五
郎
は
、
逆
叉
五
印
加
と
思
わ
れ
る
が
、
確

証
を
得
な
い
。

　
　
（
Ｗ
）
　
中
　
間

　
中
問
に
属
す
る
者
に
至
っ
て
ば
、
坦
に
確
証
は
困
難
を
加
え
る
。

　
代
印
、
復
啓
六
、
後
藤
次
、
後
節
個
体
は
有
壮
者
で
、
他
は
す
べ
て
無
作
者
で
あ
る
。

　
大
分
壁
大
評
郡
東
大
野
且
（
現
大
野
町
）
大
字
十
時
所
在
の
旧
且
且
熊
野
壮
壮
言
後
藤
氏
は
、
同
時
に
、
大
野
郡
中
井
川
村
（
現

朝
地
町
）
無
格
壮
言
山
神
社
・
目
朝
地
町
営
迫
所
在
の
郷
社
、
東
大
野
村
先
口
］
寺
所
在
熊
野
且
等
の
壮
言
を
兼
帯
し
て
お
り
、
後
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

氏
四
胆
信
玄
は
、
後
藤
左
門
尉
と
称
し
、
天
文
十
二
単
、
朽
綱
氏
叛
乱
之
時
一
万
円
氏
に
図
し
て
軍
功
あ
っ
た
と
言
う
。

　
当
系
図
は
、
さ
し
て
信
頼
の
お
け
る
も
の
と
ぱ
な
し
難
い
が
、
こ
う
し
た
且
氷
室
役
使
の
系
譜
を
嶮
人
的
に
記
銘
す
る
事
実
の
背

景
を
一
応
首
座
し
て
限
く
必
要
は
あ
ら
う
。

　
中
世
期
に
お
け
る
所
従
以
下
が
主
家
に
対
し
て
隷
属
性
の
極
め
て
強
い
下
層
従
者
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
特
、
そ
の
系
譜
の
検
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。

史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

一
一
七



地
　
頭
　
と
　
そ
　
の
　
家
　
巨

五

一

一

八

　
志
回
氏
の
志
谷
村
地
頭
収
絹
仁
の
辺
程
で
、
も
っ
と
も
大
き
な
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
本
来
こ
の
地
域
を
開
発
し
、
ま
た
そ
の
開

発
者
に
系
譜
を
引
く
小
名
玉
・
小
地
頭
と
の
対
抗
関
係
が
、
ほ
と
ん
ど
現
れ
て
こ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
志
賀
氏
の
当
行
に
於
け
る
高
額
は
、
極
め
て
停
滞
的
で
あ
り
、
同
氏
は
中
世
中
期
以
後
む
し
ろ
庄
外
他
地
域

に
所
領
犯
人
を
志
向
す
る
こ
と
に
は
、
一
休
如
且
な
る
原
因
を
育
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。
所
領
配
分
絹
統
制
に
基
く
所
領
所
収
の
細

分
化
現
象
が
、
当
行
に
お
い
て
は
、
甘
言
的
に
個
問
し
、
庶
子
宮
が
、
径
行
的
に
極
め
て
雪
弱
化
し
た
こ
と
は
、
詰
火
打
の
如
実
に

物
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
も
は
や
こ
う
し
た
配
分
絹
紬
制
は
、
古
谷
氏
の
自
滅
を
約
す
る
と
こ
ろ
で
し
か
な
く
、
こ
と
に
南
北
朝

期
の
勁
乱
に
対
処
す
る
方
策
と
し
て
は
、
径
詩
的
に
も
渋
川
に
も
一
族
の
聯
合
員
外
に
な
い
。

　
嫡
子
単
独
相
続
制
の
出
発
は
、
こ
う
し
た
必
然
的
契
機
を
持
つ
。

　
康
永
元
年
に
、
父
巾
ご
能
か
ら
絹
仁
さ
れ
た
玉
代
出
方
几
ぷ
Ｉ
、
言
外
詰
所
領
、
亘
言
地
を
領
宗
し
か
川
田
は
、
白
和
四
年
正
月
十
一

日
、
鰯
づ
レ
氏
言
に
こ
れ
を
相
伝
す
る
が
、
こ
の
折
、
仕
出
七

　
１
上
略
－
無
地
妨
可
領
帽
之
於
円
奈
固
子
女
子
者
一
法
耶
九
絹
計
可
扶
特
世
。

と
し
て
、
節
子
に
よ
る
単
往
相
統
制
が
出
発
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
建
治
二
年
四
月
の
古
谷
奉
伺
仲
仕
は
、
弘
安
の
役
に
応
仁
握
手
が
、
広
行
氏
惣
領
奉
伺
の
支
配
を
賠
れ
て
、
大
万
万
護
宮
の
回
礼

支
配
回
礼
い
た
い
旨
を
申
請
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
争
論
の
陳
述
で
あ
る
が
、
仕
中
で
奉
伺
は
、



　
１
上
前
丁
脇
名
相
離
事
者
広
博
之
仁
猶
亘
披
痛
巾
敗
況
診
罷
弱
泰
朝
乎
大
所
賢
祭
厄

と
述
べ
て
、
所
領
配
分
相
続
か
ら
生
じ
た
経
済
的
劣
弱
に
加
え
て
、
庶
子
家
の
惣
領
支
配
か
ら
の
分
離
の
舵
機
を
統
い
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
は
、
単
に
嫡
庶
の
分
離
と
言
う
八
面
的
な
岫
執
ば
か
り
で
な
く
、
よ
り
頁
接
的
に
立
地
性
を
有
す
る
末
端
胞
子

家
の
土
地
定
着
化
に
と
も
な
う
上
部
農
民
崩
と
の
第
二
次
的
王
従
関
係
の
形
成
に
よ
っ
て
、
中
間
的
惣
領
が
足
首
的
竹
沢
に
札
付
す

る
危
険
に
対
す
る
切
実
感
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
自
ら
大
野
庄
域
を
問
発
し
た
言
行
氏
で
は
な
く
、
水
神
と
は
言
え
、
遠
く
関
東
か
ら
入
部
し
た
御
家
人
と
し
て
の
大
友
言
行
氏
で

あ
っ
て
み
れ
ば
、
対
在
地
領
土
網
と
の
対
応
関
係
は
、
そ
の
切
石
そ
の
ま
ま
、
広
行
氏
の
存
否
を
決
定
す
る
塵
囚
と
も
な
っ
た
。

　
先
に
見
た
如
く
、
親
族
・
家
人
・
他
党
・
中
間
自
体
は
、
明
ら
・
か
に
社
会
的
階
層
と
し
て
佐
川
可
能
で
は
あ
る
。

　
し
か
し
、
広
行
氏
又
は
広
谷
村
に
対
す
る
系
譜
的
出
自
の
遠
近
か
ら
、
こ
れ
を
佐
別
す
る
時
、
親
族
二
人
で
は
、
野
市
‥
氏
と
大
高

氏
と
で
は
、
お
ど
ろ
く
ほ
ど
の
差
異
を
見
る
し
、
家
人
中
年
氏
と
、
同
系
譜
と
考
え
ら
れ
る
他
の
中
条
氏
一
人
は
特
立
に
図
し
、
家

人
と
若
党
と
の
錯
雄
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
ま
た
若
党
泉
氏
は
、
大
辻
氏
と
ぱ
社
会
的
・
経
済
的
に
、
ま
た
時
間
的
に
方
位
氏
と
の
交
渉
に
差
異
は
あ
り
そ
う
に
考
え
ら
れ
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
序
列
的
に
は
親
族
と
、
特
立
に
分
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
錯
雄
性
は
、
動
乱
期
と
言
う
時
潮
の
然
ら
し
め
る
結
果
も
一
囚
し
て
い
よ
う
け
れ
ど
も
、
よ
り
基
本
的
要
因
は
、
志
賀

氏
の
対
下
地
対
策
に
起
因
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
肥
後
図
鹿
子
本
巣
庄
内
の
植
村
な
ど
は
、
長
浦
八
白
の
即
発
に
基
く
私
領
で
あ
っ
た
が
、
行
西
は
、
建
本
元
年
こ
れ
を
大
友
能
直

　
　
　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
九



　
　
　
　
　
　
地
　
頭
　
と
　
そ
　
の
　
家
　
臣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
Ｉ
〇

に
寄
進
し
た
。

　
　
　
　
　
　
⑩

　
こ
の
折
の
状
に
よ
る
と
、

　
Ｉ
上
略
Ｉ
依
有
指
由
絡
奉
葱
士
故
豊
後
左
衛
門
尉
殿
永
所
譲
進
也
－
下
略
―

と
見
え
る
。

　
能
直
を
「
謳
烈
士
」
故
に
方
途
し
た
も
の
で
あ
り
能
直
長
父
中
原
親
能
以
来
西
国
に
築
い
た
来
た
武
人
と
し
て
の
権
勢
に
起
囚
し

て
、
在
地
領
主
の
自
ら
の
見
本
権
益
を
保
護
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
た
こ
の
寄
進
は
、
加
地
子
得
分
権
の
み
を
能
直
に
与
え
、
自
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

は
現
地
地
頭
と
し
て
こ
れ
を
子
孫
の
た
め
に
残
留
し
、
下
地
を
進
止
し
た
。
志
賀
氏
の
史
料
中
に
見
え
る
「
代
官
」
の
性
格
も
多
分

は
、
こ
う
し
た
根
本
領
主
の
職
権
留
保
を
見
本
と
し
た
所
領
寄
進
に
よ
っ
て
生
じ
た
者
と
考
え
ら
れ
、
代
官
の
性
格
上
、
在
他
社
を

多
分
に
強
く
有
す
る
者
の
起
用
は
最
も
効
果
的
で
あ
り
、
両
者
と
も
ど
も
に
相
利
す
べ
き
点
を
備
え
て
い
た
。

　
し
か
し
、
先
の
対
穏
健
氏
と
の
場
合
の
ご
と
く
、
被
寄
進
者
が
、
加
地
子
得
分
権
か
ら
更
に
そ
の
収
益
権
を
拡
大
し
、
そ
の
動
向

が
成
功
的
・
発
展
的
で
あ
る
な
ら
ば
回
題
な
い
と
し
て
、
逆
に
収
益
権
を
縮
少
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
囚
を
蔵
し
て
い
る
場
合
に

は
被
寄
進
者
の
発
展
は
悲
観
的
で
し
か
な
い
。

　
在
地
領
士
削
と
の
対
応
過
程
に
お
け
る
得
分
権
益
の
寡
多
、
そ
の
主
地
え
の
定
着
性
の
強
弱
は
、
所
詮
名
、
在
家
ご
と
の
支
配
、

名
主
・
在
家
長
沢
の
掌
握
に
差
異
を
生
ず
る
。

　
志
賀
氏
被
官
武
士
の
鉛
雄
性
の
起
囚
を
、
こ
の
点
に
求
め
て
、
更
に
深
く
考
え
て
み
た
い
。
（
未
完
）



註
①
　
九
州
荘
園
史
料
叢
吉
川
『
け
後
国
大
野
荘
史
料
』

　
②
　
大
分
県
地
方
史
第
三
八
・
三
九
・
四
ト
合
併
号
『
大
野
庄
特
輯
号
』

　
③
　
大
野
良
に
関
す
る
注
目
は
、
早
く
牧
健
二
博
士
の
「
村
庄
園
村
落
の
封
建
的
知
行
」
「
歴
史
と
地
理
」
、
以
後
今
日
ま
で
多
く
の
研
究
を
見
て

　
　
　
い
る
。
研
究
書
と
し
て
胆
行
ご
は
な
い
が
、
渡
辺
澄
大
凡
の
一
連
の
研
究
、
安
川
元
久
氏
の
関
節
論
文
、
松
岡
久
人
氏
、
当
山
式
氏
、
土
俗

　
　
　
敬
一
氏
な
ど
松
挙
に
い
と
ま
な
い
。

　
④
　
「
三
碧
寺
沢
文
言
惣
目
録
」
中
に
、
一
帖
三
巻
と
し
て
大
奇
士
三
ケ
村
古
谷
、
中
で
犬
地
頭
和
勺
中
分
扶
井
関
爪
御
下
知
及
年
八
玉
迎
請

　
　
　
文
等
在
小
目
録
な
ど
四
結
の
一
江
見
料
の
目
録
を
伝
え
て
い
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
⑤
・
牧
健
一
博
士
は
上
家
を
往
家
に
対
す
る
頌
歌
の
意
で
側
室
佃
悦
、
浮
田
で
上
家
分
社
家
と
は
農
民
方
よ
り
の
呼
称
と
前
す
る
。

　
　
・
松
岡
久
人
氏
は
名
田
方
と
公
目
方
の
理
論
か
ら
上
家
分
社
家
は
口
分
田
（
今
川
）
の
定
着
化
し
た
百
姓
名
と
解
す
る
。

　
　
　
・
豊
田
沢
氏
は
、
上
家
分
在
家
は
久
‥
名
内
の
本
在
家
で
あ
る
と
悦
く
。

　
　
　
・
工
藤
敬
一
氏
は
、
本
社
家
で
あ
り
、
新
円
の
耕
作
者
が
生
産
物
を
直
接
側
室
に
納
め
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
と
説
く
。

　
⑧
　
朝
介
名
、
近
地
名
、
泉
名
、
大
方
名
の
四
名
指
収
、
志
賀
北
方
も
問
じ
四
名
。

　
⑦
　
親
族
、
家
人
、
若
党
、
中
間
に
つ
い
て
は
、
本
論
中
で
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
中
世
期
武
上
腿
の
人
的
行
啓
で
の
も
の
に
関

　
　
　
し
て
は
、
す
で
に
多
く
の
論
考
を
見
て
来
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
人
的
晦
渋
が
当
期
の
社
会
樹
渋
に
完
全
に
亦
じ
て
往
往
し
た
も
の
か
否
か

　
　
　
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
⑧
　
「
事
志
状
」
と
は
呼
ん
で
も
、
こ
こ
で
は
ご
逆
の
文
書
的
意
味
で
は
な
く
、
ぶ
賀
文
言
収
の
叛
逆
の
関
係
史
料
を
総
じ
て
指
す
。

　
⑨
　
志
言
文
吉
良
氷
二
半
三
月
九
日
「
侃
後
図
大
野
良
吏
料
」
回
一
八
号
（
以
下
史
料
と
賂
す
）

　
⑩
　
志
賀
文
言
死
文
四
年
十
月
廿
日
『
史
料
』
　
一
四
。
九
号
。

　
⑨
　
志
賀
文
書
貞
治
二
年
四
月
『
史
料
』
一
四
九
号
。

　
　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
諭
　
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
Ｉ



　
　
　
　
　
地
　
頭
　
と
　
そ
　
の
　
宏
　
臣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
言
一

典
　
志
賀
文
書
建
武
二
年
一
月
十
六
目
『
史
料
』
□
‥
）
四
号
。

⑩
　
能
郷
を
組
と
す
る
志
賀
氏
は
後
に
大
野
郡
志
賀
氏
が
直
入
即
自
丹
村
に
分
派
し
て
爾
志
貨
氏
と
な
り
、
内
心
賀
氏
は
朽
朋
代
を
拓
す
る
。

⑩
　
暦
応
三
年
荏
順
政
所
代
に
佐
藤
心
術
門
入
道
が
見
え
、
他
に
大
友
氏
被
官
の
中
に
行
旅
氏
一
門
の
名
が
見
え
る
が
、
そ
の
茶
請
は
明
ら
か
で

　
　
な
い
。

⑩
　
能
直
二
男
能
秀
は
大
野
灰
占
谷
村
北
半
分
、
肥
後
国
原
子
本
東
庄
を
配
分
さ
れ
て
諮
問
氏
の
且
と
な
る
。

⑩
　
見
料
の
土
か
ら
、
当
氏
の
系
譜
を
端
正
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
が
、
首
藤
氏
ら
と
と
も
に
校
注
の
予
定
。

㈹
　
能
直
六
男
俎
直
に
始
ま
る
。

⑩
　
続
群
書
類
従
巻
六
１
上
収
『
常
陸
犬
掻
伝
記
』
。

⑩
　
続
群
書
類
従
・
武
宏
之
部
収
『
御
成
敗
式
目
』
。

⑩
　
大
饗
亮
氏
『
封
建
的
主
従
削
成
立
見
の
研
究
』
－
中
世
初
期
の
主
従
剖
第
二
郎
所
見
し
拍
に
詳
し
い
。

妨
　
渡
辺
役
夫
「
豊
後
天
野
良
に
お
け
る
在
地
領
土
削
の
展
開
」
大
分
県
地
方
史
特
輯
号
。

⑩
　
続
群
書
類
従
本
「
大
友
系
図
」
。

⑩
　
後
藤
須
田
著
『
豊
後
図
田
田
帳
考
証
』
。

⑩
　
大
友
系
図
、
大
友
順
奉
弟
に
垂
直
か
お
り
ぺ
狭
間
大
弐
四
郎
と
号
し
、
大
友
挟
間
氏
の
相
と
な
る
。

妨
　
『
日
本
書
紀
』
予
行
の
条
「
志
賀
神
」
の
名
が
見
え
る
。

⑩
　
『
大
分
県
郷
土
史
料
集
成
』
収
大
神
氏
系
佐
伯
氏
系
図
一
大
友
文
言
録
。

⑩
　
肥
後
図
鹿
子
本
庄
長
他
薦
秀
・
豊
後
図
東
部
備
後
法
眼
京
秀
の
能
直
寄
進
の
例
あ
り
。

典
　
⑥
に
同
じ
。

⑩
　
い
わ
ゆ
る
「
寄
進
」
の
本
来
的
目
的
が
所
領
の
領
有
権
を
名
目
的
に
権
門
、
有
力
者
に
寄
進
し
ド
目
己
は
、
宵
質
的
に
在
地
し
て
、
焼
畑
の

　
　
領
有
を
志
向
し
た
訳
で
あ
る
か
ら
、
大
友
能
直
に
寄
進
さ
れ
た
各
地
の
所
順
に
関
し
て
も
能
直
は
加
地
子
得
分
㈲
を
有
す
る
の
み
の
所
飯
頭



　
　
盲
者
の
性
格
を
強
く
盲
し
た
。

⑩
　
松
浦
石
志
文
書
『
史
料
』
五
号
。

⑩⑩⑩⑩⑩

志
賀
北
方
詫
間
氏
も
堀
地
名
の
地
頭
職
の
相
伝
と
井
せ
て
公
文
職
を
兼
帯
し
て
い
る
。

渡
辺
澄
夫
「
豊
後
人
野
良
に
お
け
る
地
頭
領
主
制
の
展
開
」
。

島
継
室
文
書
∇
一
三
二
回
。

関
東
往
返
記
・
弘
長
二
年
七
月
八
日
。

　
々
　
　
　
・
弘
長
二
年
六
月
二
目
。

⑩
　
飯
野
国
魂
文
書
・
康
永
三
年
四
月
十
二
日
。

⑩
　
中
田
勲
「
法
制
史
論
集
」
。

⑩
　
奥
田
真
啓
「
武
士
団
と
神
道
」
。

⑩
　
和
歌
森
太
郎
『
中
世
共
同
体
の
研
究
』
。

⑩
　
建
武
二
年
足
利
尊
氏
が
敗
れ
て
西
匡
に
走
り
足
元
元
年
東
上
に
際
し
、
こ
れ
を
支
え
た
武
士
緋
で
あ
っ
た
。

⑥
　
拙
稿
「
旧
寺
乱
入
事
件
の
歴
史
的
背
景
」
『
別
府
大
学
紀
要
第
一
五
集
』
。

⑩
　
各
地
に
散
見
す
る
中
条
氏
に
つ
い
て
そ
の
出
目
を
引
い
て
各
氏
の
系
譜
を
証
さ
れ
て
い
る
中
で
、
志
賀
文
書
収
稲
厨
軍
忠
状
所
出
の
中
条
玖

　
　
に
関
し
て
は
、
「
雑
載
」
で
扱
い
、
所
属
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。

⑩⑩⑩⑩＠

志
賀
文
書
康
永
元
年
八
月
三
日
「
史
料
」
一
一
五
号
。

群
書
類
従
大
神
系
図
一
『
大
分
県
郷
土
史
料
集
成
』
収
系
図
。

大
蔵
原
田
氏
系
図
「
姓
氏
家
京
大
辞
典
」
収
。

『
史
料
』
ハ
ー
号
。

『
史
料
』
九
〇
号
。

　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

回
一
三



⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩

　
　
　
地
　
頭
　
と
　
そ
　
の
　
家
　
臣

「
史
料
に
九
七
号
。

『
史
料
’
一
　
て
Ｉ
〇
号
。

「
奥
村
心
　
一
一
五
号
。

‥
史
料
」
三
三
号
。

大
野
郡
大
野
町
後
藤
氏
系
図
。

大
饗
亮
「
封
建
的
主
従
制
成
立
の
研
究
」
－
中
世
期
の
主
従
制
第
二
箭
所
従
－
項
参
照
。

　
『
良
将
』
三
〇
号
。

川
北
学
『
編
年
大
友
史
料
』
策
二
輯
一
三
号
。

　
『
良
材
』
四
六
号
、
五
七
号
、
一
〇
元
号
。

二
Ｉ
四
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